
 

 

  仕    様    書  

 

 

１委託名称  ＥＭＣ試験機器校正業務委託  

        ※校正対象機器については表1を参照のこと。  

 

２ 履行場所  

当該機器製造会社、または校正機関、または地方独立行政法人大阪産業技術研究所和

泉センター内の機器設置場所  

 

３ 契約期間  開始日 契約日  

 終了日  令和４年３月３１日までの期間中で、本仕様書に基づく保守点

検業務が完了する日まで 

 

４ 対象機器並びに業務 

 本業務委託の対象となる機器は、電気用品安全法、VCCI規格、CISPR規格等によ

るエミッション測定、及びIEC規格によるイミュニティ試験に用いられる15の機器で

ある。機器の一覧を表1に示す。  

 校正は契約期間中、1つの機器につき１回実施するものとする。  

表1 校正対象機器一覧  

 校正品目 製造者 型式 製造番号 

１ ハイブリッド・アンテナ Schwarzbeck VULB 9168 01185 

2 ホーンアンテナ ETS-
Lindgren 3117 00064074 

3 疑似通信回路網 Teseq ISN T8 39138 

4 アブソービング・クランプ AMETEK MDS21B 58892 

5 ループアンテナ ETS-
Lindgren Model 6502 00235192 

6 磁界曝露レベルテスタ 
（プローブ込み） Narda S.T.S. ELT-400 M-0012（本体） 

M-1426（プローブ） 

7 信号発生器 Rohde & 
Schwarz SMB100A 105731 

8 パワーメータ 
（パワーセンサ2台込み） 

Rohde & 
Schwarz 

NRVD（本体） 
NRV-Z5(パワーセンサ2台) 

102272（本体） 
100245（パワーセンサ1） 
100246（パワーセンサ2） 

9 ファースト･トランジェント/ 
バースト試験器 EMTEST EFT500N5.2 V1150111208 



 

 

10 静電気試験器 
（本体＋放電ガン） ノイズ研究所 ESS-B3011A（本体） 

GT-30RA（放電ガン） 
ESS1889008（本体） 

ESS1889033（放電ガン） 

11 雷サージ試験器 
（JEC 210／212） ノイズ研究所 LSS-720B LSS1192231 

12 雷サージ試験器 
（IEC61000-4-5） ノイズ研究所 LSS-F02C3 LSS1172206 

13 ディジタルオシロスコープ Tektronix DPO7354 B055321 

14 バイコニカルアンテナ 
(ペア、NSA測定用) Schwarzbeck BBA9106（エレメント） 

VHA9103（バラン） 1128及び1129 

15 ログペリオディックアンテナ 
(ペア、NSA測定用) Schwarzbeck VULP9118A 00792及び00793 

 

5 校正項目及び校正方法 

   各機器の校正項目及び校正方法は以下のとおりとする。また、校正条件及び校正点

は、別紙1から15に示す校正結果記載例（校正証明書から校正結果が記された部分を

抜粋したもの）を参照すること。  

 

  (1) ハイブリッド・アンテナ  

 アンテナ係数、VSWR、及びアンテナ対称性について、30 MHz―1 GHzの周波数

範囲でANSI C63.5:2017に準じた標準サイト法により校正を行うこと。校正条件及び

校正点については別紙１を参照すること。  

 

  (2) ホーンアンテナ1 GHz―18 GHz 

 ア ン テ ナ 係 数 及 び VSWR に つ い て 、 1 GHz ― 18 GHz の 周 波 数 範 囲 で ANSI 

C63.5:2017に準じた方法により校正を行うこと。校正条件及び校正点については別紙

２を参照すること。  

 

  (3) 疑似通信回路網 

 次のa)からe) までの各項目について、150 kHz―30 MHzの周波数範囲でCISPR 

16-1-2:2014+AMD1:2017に準じた方法により校正を行うこと。校正条件及び校正点

については別紙３を参照すること。  

 a) 不平衡妨害波電圧に対する基本回路網の終端インピーダンスの大きさと位相  

 b) 回路網の  EUT（供試装置）接続端子における縦電圧変換損（LCL） 

 c) AE（関連装置）接続端子と、EUT 接続端子間の不平衡信号の減結合減衰量  

 d) EUT 接続端子と、AE 接続端子間の平衡信号に対する挿入損失  

 e) EUT 接続端子と測定用受信機の接続端子間に挿入される不平衡回路の電圧変換

係数 

 



 

 

  (4) アブソービング・クランプ  

 クランプ係数について、30 MHz―1000 MHzの周波数範囲でCISPR 16-1-3:2004に

準じた方法により校正を行うこと。校正条件及び校正点については別紙４を参照する

こと。  

 

  (5) ループアンテナ 

 磁界アンテナ係数およびアンテナ係数について、9 kHz―30 MHzの周波数範囲で

校正を行うこと。校正条件及び校正点については別紙５を参照すること。  

 

  (6) 磁界曝露レベルテスタ（プローブ込み） 

 交流磁束密度の指示値について、50 Hzおよび60 Hzの周波数において校正を行う

こと。校正条件及び校正点については別紙６を参照すること。  

 

  (7) 信号発生器  

 次のa)からd)までの各項目について校正を行うこと。校正条件及び校正点について

は別紙７を参照すること。 

 a) 出力レベル  

 b) 周波数  

 c) AM変調における変調度 

 d) AM変調における変調周波数  

 

  (8) パワーメータ（パワーセンサ2台込み） 

 高周波電圧の表示値について、100 kHz―1000 MHzの周波数範囲で校正を行うこ

と。校正条件及び校正点については別紙８を参照すること。  

 

  (9) ファースト･トランジェント/ バースト試験器  

 PULSE OUT出力端子及びCDN出力端子における出力波形（出力電圧、立上り時

間、パルス幅、パルス周波数、バースト期間、バースト周期）について校正を行うこ

と。校正条件及び校正点については別紙９を参照すること。  

 

  (10) 静電気試験器（本体＋放電ガン）  

 静電気放電出力波形（放電電流、立上り時間、出力電圧）及び充放電コンデンサ容

量について校正を行うこと。校正条件及び校正点については別紙10を参照すること。  

 

 



 

 

  (11) 雷サージ試験器（JEC 210／212） 

 サージ出力波形（サージ電圧又はサージ電流、波頭長、波尾長）について校正を行

うこと。校正条件及び校正点については別紙11を参照すること。  

 

  (12) 雷サージ試験器（IEC61000-4-5） 

 サージ出力波形（サージ電圧又はサージ電流、波頭長、波尾長）について校正を行

うこと。校正条件及び校正点については別紙12を参照すること。  

 

  (13) ディジタルオシロスコープ  

 直流電圧表示値、周波数特性、周期表示について校正を行うこと。校正条件及び校

正点については別紙13を参照すること。  

 

  (14) バイコニカルアンテナ(ペア、NSA測定用) 

 次のa)からc)までの各項目について校正を行うこと。校正条件、校正点及び校正結

果の記載方法については別紙14を参照すること。 

a) 自由空間アンテナ係数（参照規格CISPR16-1-6:2014+AMD1:2017） 

b) 自由空間アンテナ係数（参照規格ANSI C63.5:2017） 

c) ジオメトリ（幾何学的配置）毎のアンテナ係数 

 

  (15) ログペリオディックアンテナ(ペア、NSA測定用) 

 次のa)からd)までの各項目について校正を行うこと。校正条件、校正点及び校正結

果の記載方法については別紙15を参照すること。 

a) 自由空間アンテナ係数（参照規格CISPR16-1-6:2014+AMD1:2017） 

b) 自由空間アンテナ係数（参照規格ANSI C63.5:2017） 

c) ジオメトリ（幾何学的配置）毎のアンテナ係数 

d) GSCF（ジオメトリ固有の補正係数）  

 
       
6 校正証明書の提出  

 受託業務完了後、受託者は校正を実施したすべての機器について校正証明書を担当
者に提出すること。提出する校正証明書は、ISO/IEC 17025認定校正事業者が発行す
る校正証明書であって、認定シンボル（JCSS、JAB、A2LA等、認定機関のロゴマー
ク）表示が付されているものであること。ただし、次のa)からd)までの機器について
は、校正に使用した校正標準器及び測定器（校正の不確かさに影響するものすべて）
の校正証明書（ISO/IEC 17025認定校正事業者によるものに限る）とトレーサビリテ
ィ体系図を添付すれば、提出する校正証明書は認定シンボルが付されたものでなくて



 

 

もよい。また、ISO/IEC 17025認定校正事業者によるものでなくてもよい。  
 a) ファースト･トランジェント/バースト試験器 EMTEST製 EFT500N5.2  
 b) 静 電 気 試 験 器 ノイズ研究所製 ESS-B3011A（本体）及びGT-30RA（放電ガン） 
 c) 雷サージ試験器 ノイズ研究所製  LSS-720B  
 d) 雷サージ試験器 ノイズ研究所製  LSS-F02C3 

 
7 関係法規等の遵守  

 受託者は、業務委託の実施にあたり、仕様書及び関係法規を遵守するものとする。  
 
8 秘密の保持  

⑴受託者は、受託業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。３に規定
する契約期間の終了後又はこの契約の解除後においても同様とする。 

⑵上記規定は、再受託者等に準用する。  
 
9 業務委託の従事者  

 業務委託に従事する者は、業務の内容に精通し、かつ、習熟した者をもって充てる
こと。  

 
10 検査 

 受託者は、業務委託が完了した時、担当者の検査を受けること。  
 
11 負担区分 

⑴委託者負担：点検に必要な場所及び光熱水費 
⑵受託者負担：点検に必要な工具及び計測器並びに事務用品、消耗品及び報告書並び

にその他必要とされるもの 
 
12 損害賠償 

受託者は、点検作業において、地方独立行政法人大阪産業技術研究所又は第三者に人
的又は物的に損害を与えた場合は、これを賠償しなければならない。 

以上 
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